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論文内容の要旨
生物発生以前の原始地球上においては、生命の発生を準備するためのきわめて複雑な物質の変化が
進行していたと考えられる。無機物質の複雑化、有機物質の生成ならびにその複雑化がそれである。
これら一連の化学的変化の過程は化学進化と呼ばれ、 1953年Miller の実験以後、多くの研究者達がこ
の問題にとりくんできたが未だにそp全貌は明らかにされていない。特に、生命にとって基本的に重
要な核酸関連物質においてリン酸化がおこる過程については、各種の放射線や熱等を用いた報告がい
くつかなきれてきたがそれぞれ未解決の問題をかかえており、未だ定まった考え方はだきれていない。
私は DNAおよび各種ヌクレオチド類の原子炉照射の実験から、 (n 、 y)反応の結果生じた反ば2同五がD
NAにおいてはその約50%が親化合物と結合して残っており、しかもそのうちの約50%はホスファー
ターセ弛理によって消失すること、すなねち、モノエステル結合であることを知った。さらにまた、
ヌクレオチドの場合においても生じ TJ2Pは約 6%から 25%の範囲で親化合物と結合していることをつ
きとめ、これら有機リン酸化合物における反ば2同安の化学的拳動に関する機構を提示した(論文 1 )。
これらの結果を背景としてヌクレオチド類の無生物的合成に関する研究に着手したわけであるが、そ
れにさきだって考慮、しなければならないことは、化学進化の観点に立ってみたときに意味のあるのは
12pのような放射性核種によって標識化された化合物の合成ではないと云うことである。何故ならば、
もしそのような化合物を生物がとり込み、利用したとするならば、核変換効果やそれにともなう放射
線の作用によってその個体は重大な傷害を被り、その後の生物としての進化、発展は恐らくは不可能
であったに違いないと考えられるからである。そこで、 I当然、存在比100%の安定核種である31pの反跳
核を利用してこのような化合物のリン酸化をおこなうことが必要となってくる。反跳 31円安を得る一つ
の有効な手段として31 S i のβ壊変があげ‘られる o 31 S i は原子炉を利用すれば30S i の旬、 γ)反応によって
容易にこれをつくることができる。このようにして私は、単に31S i と14C_化合物とを混じて放置して
-60-
おくだけでこれらの化合物がリン酸化されることを確かめ、こうした反応が原始地球における化学進
化の段階で重要な役割を演じたであろうことを提起した。論文 2 は 2'一、 3'- および、 5'-AMP の無
生物的合成を、また論文 3 は ADP 、 ATP等の高エネルギー I~ ン酸結合もまたこの反応、により起り
得ることを実験的に確かめたものである。 Si が土壌中に最も大量に含まれる元素であることは化学
進化の観点よりみたとき、この研究の興味を一段と深いものにしている。
論文の審査結果の要旨
赤星光彦君の論文は反跳原子を利用して核酸関連物質の合成を試みた研究で、次の 3 篇から成って
いる。
第 1 篇はその後の研究の導入部分となるもので、 dAMP 、 dGMP 、 dCMP 、 dTMP 、 dATP 、 dCTP
およびDNA (サケ精子)を乾そう状熊で、、またdAMP 、 dCMP 、 dATPおよびDNAを水溶液の状
態でそれぞれ原子炉照射し、 (n 、 γ)反応、によって生ずる，32pをペーパークロマトグラブイとオートラジオ
グラフィによって追跡した研究である。実験の結果、無機32p はモノヌクレオチドでは亜リン酸、ヌク
レオチド三リン酸と DNAの場合は次亜リン酸のフラクションにもっとも多かったが、有機32p として
保持されているのは DNA で50%以上、モノヌクレオチドで約20%に達した。また、 DNAの場合に
32pはフォスファターゼ処理により半分以上離れるから、叩は DNA働市に再結合したと考えられる。
これらの結果から反問~32p核の挙動について考察しているが、原始の地球上で、は反跳31p核による各種ヌ
クレオチド合成の可能性が大きいと考えて、次の研究を行なった。
第 2 篇および第 3 篇は、原子炉内で (n 、 γ) 反応によりつくっ t:..31 S i を C4C) アデノシンあるいは
C4C) AMP 、 C 14C)ADP と混在きせ~lS iの崩壊によって生ずる31pにより、アデノシンの約 2%がAMP
に、またAMP 、 ADPの約0.2%がそれぞれADP 、 ATPに変わることを明らかにした。著者は原始地
球上でこのようなホットアトム化学反応がおこった可能性が大きいと主張している。
著者の研究は生命の起原の問題に貢献するもので、その他多数の放射線生物学および、放射化学に関
する参考論文もあわせ考えて、理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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